
誘電体分科 IM（オンライン）議事録案 
ver.1 20240318 

⽂責：熊⼤ 寺澤 
 

u 開催⽇時：2024/3/18(⽉)18:00-20:30 
u 参加⼈数：17 名 

 
座⻑：QST 押⽬先⽣ 
 
1.  2023 年年次⼤会領域 10 IM 報告 

 
 
2. 次々期誘電体分科運営委員の選出 

 



 
l 本 IM 内で承認 
 
  



 
3. シンポジウム開催状況 

 
  



 
4. 各種国際会議等の案内 

 
 
n ICMAT （広⼤ ⿊岩先⽣より周知依頼） 

 
l 来年開催なので注意 
  



 
n JCFMA-16（島根⼤ 塚⽥先⽣より周知依頼） 

 
l 締め切りが早いので参加予定者は注意 
l 若⼿ポスター賞（学⽣が多ければ、学⽣ポスター賞を併設する予定） 
 
n JKC-FE14（⽴命館⼤ 是枝先⽣より周知）https://www.ritsumei.ac.jp/~kore/jkcfe14/ 

 
l 組織委員を依頼するので引き受けてほしい 

 
  



 
5. 議論 

 
  



 
n 計算物理領域 
 



 



 
 

l Q.1 名⼯⼤ ⽊村先⽣ 
なぜ計算物理領域を独⽴した領域にしないのか。 
A.1 是枝先⽣ 
既存領域からの⼈材流出を防ぐため。運営が複雑化することが予想される。 

 
 



l 学⽣賞は領域 10 から始まった。評価が厳しいので、2019 年に符先⽣と岡⼤池⽥
先⽣とで評価基準を少し緩くした（学⽣発表者数が少ない）。学⽣優秀発表賞を受
賞しにくくなるような仕組みにはしないほうがいいのでは（符先⽣）。 

l Q.2 名⼤ 桑野先⽣ 
l 新領域設置の理由や発起⼈などの詳細な理由がわからない。 

A.2 是枝先⽣ 
https://www.jps.or.jp/members/newdiv_docs.php 
参照 

l 誘電体分科としては、ワーキンググループ設置はOK 
 
n 領域分科の存廃（横国⼤ ⼤野先⽣説明） 

 
 
l 運営委員の選出困難（⼤野先⽣は元々⽇物会員ではなかったが、運営委員のために⼊会

した。59代⽬ ⼭本先⽣と連絡が取れない状況）。 
-->前運営委員に再度の運営委員を依頼しては？（静岡⼤ 符先⽣、是枝先⽣） 
-->アクティブに活動している⼈に依頼したい（⼤野先⽣） 

l 領域再編成は⼿続きや承認が⼤変だが、発表件数がかなり少ないので分科を無くして
も良いのではという意⾒が 2 名から出てきている。 

l 分科⾃体をなくすと、学⽣優秀発表賞の選出がされにくくなる。領域 10 の存亡にも関
わるので、なるべく存続させるほういいのでは？（符先⽣、是枝先⽣）。 

l これまでの発表状況を⾒ると 10 件ほどはある。2024 年春では 1-2 件であるが、今回
が少なかっただけだと⾒受けられる。なので、連絡体制の問題であって発表件数の減少



ではないと考えられる（符先⽣）。 
 
n キーワード提案（⽴命館⼤ ⼤⽯さん） 

 
 
l 無所属 ⿅内さんからの”結晶場”というキーワード提案は来期にお願いします（QST 

押⽬先⽣） 
l 良い提案だと思う。これまでは競争的資⾦を獲得して、研究会を開催していた。しかし

ながら、資⾦獲得はかなり難しいので、シニアに頼ると良い（名⼤ ⾕⼝先⽣） 



l 他領域・他分科のフォノン関連のキーワードとの棲み分けが重要（符先⽣）。構造物性
との関連性がわかるキーワードにすると良いのでは？（押⽬先⽣） 

 
n 学⽣優秀発表賞の選出基準 
l 設⽴時~2019 年 ⽇物（応募分科？）での発表数 3回以上 

2019 年~現在 ⽇物（応募分科？）での発表数 2回以上 
学⽣の発表件数を増やすため、2024 年内の決定を⽬指して、領域での基準の変更
を提案（他の領域での基準も選考にしながら） 
 


